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1.　農家 におけ る旧式 の台所 と改 善された台所にお い

て炊事作業 を行 なった際の使い勝 手を比較検討 するため

にまず静岡県 下に お け る 農家 の台所 の実態調査 を行 っ

た。そ の中から改 善された台所(Ｃ型) と改善しない 台所

(Ｎ型) を一例ずつ選び だし 実験室内 にそ れぞれ の台所 と

同様の配置を作 り，同一の調理作業 を行 わせ た。台所 の

合理性，不合 理性 をその際の生 体負荷を測定し，生理機

能に及ぼす影響を検討する と共に動作分析によ り作業 と

設備 との機 能上 の関連 について明確にしよ うと試みた。

2.　負荷 とし ての調 理作業は，カレーライ スと野菜サ

ラダ を献立とした。 調理作業順序も常に一定とする。 生

体負荷を測定する指標 とし てはダグラスバッグ法より作

業時及び回復時 の呼気を別 々に採 取し， それぞ れの呼気

量，酸 素消費量，エ ネノレギー代 謝率について検討した。

動作分析はメモモ ーシ ョンカメラで記録し，総合 リンク

解析法 によ り作業 と設 備 と の 機能上 の関連 につい てみ

る。

3.　Ｃ型 とＮ型 の台所 におい て作業し た際 の生体負担

の差では，歩数 でみ るとＮ型 はＣ型 の約 ２倍，呼気量及

び酸素消費量 は共 に約1.4 倍 である。他 の測定項 目につ

い てもＮ型はＣ型よ り常 に大きい値を得 た。なお設備 と

作業動作との関連については目下検討 中であ る。


